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図１ フリッパーゼ ATP11C  
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図 2 細胞のプログラム死 アポトーシスと Eat Me シグナル 

（左）細胞膜はリン脂質を主成分として、それらが疎水的な尾部を内側にした脂質二重層で出来てい

る。生きている細胞では、PtdSer
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図 5 ATP11C のリン脂質結

合部位の拡大図 

A,B. PtdSer を取り込む状態 
C,D. PtdSer を閉塞した状態 
E,F. PtdEtn を閉塞した状態 
 

リン脂質の化学構造→ 

図 6 ATP11C のリン脂質輸送

モデル 

ATP の加水分解やリン脂質輸送

反応に伴うドメインの動きや膜

貫通へリックスの変化が詳細に

理解できた。 
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